
 

（ ふろ がま ）  

第３ 条の２  ふろ がま の構造は、 次に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ か）（ せ）（ ひ）  

⑴ かま 内にすすが付着し にく く 、 かつ、 目詰ま り し にく い構造と する こ と （ か）  

⑵ 気体燃料又は液体燃料を 使用する ふろ がま には、空だき を し た場合に自動的に燃焼を 停止で

き る 装置を 設ける こ と 。（ け）（ ひ）  

２  前項に規定する も ののほか、 ふろ がま の位置、 構造及び管理の基準については、 前条（ 第１ 項

第 1 1 号及び第 1 2 号を 除く 。） の規定を 準用する 。（ か）（ け）（ せ）  

 

【 解説】  

 本条は、気体燃料又は液体燃料を 使用する 一般家庭用の小型ふろ がま を 対象と し ており 、公衆浴場

等のふろ がま は、「 炉」 と し ての規制を 受ける 。  

 

１  構造と し ては、 主と し て浴槽水を 加熱する ための熱交換器（ かま 本体） と バーナーから なっ てお

り 、 かま の区別によ り 「 内がま 」 と 「 外がま 」 と に分類さ れ、 それぞれ次のと おり 定義さ れる 。  

⑴ 「 内がま 」 と は、 ふろ がま 本体と 浴槽と の取り 付け方法によ る 分類であっ て、 ふろ がま 本体を

浴槽内に取り 付ける よ う な構造と なっ ている も のを いい、上がり 湯付のも のと 上がり 湯なし のも

のがある が、 いずれも 半密閉式のも のだけである （ 図３ の２ －１ 参照）。  

 

図３ の２ －１  内がま の例 

 

 

⑵ 「 外がま 」 と は、 ふろ がま 本体と 浴槽と の取付け方法によ る 分類であっ て、 ふろ がま 本体を 浴

槽外におき 、循環管によ り ふろ がま 本体と 浴槽と を 接続し 、自然循環又は強制循環によ っ て浴槽

の水を 加熱する よ う な構造と なっ ている も のを いい、 半密閉式、 密閉式及び屋外用があり 、 最近

ではこ の外がま が主流になっ ている 。 なお、 最近は給湯付又は給湯兼用のも のも 多く なり 、 給湯

又はシャ ワ ーにも 使用でき る も のが多い（ 図３ の２ －２ 参照）。  
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図３ の２ －2  外がま の例 

自然循環（ 半密閉式）  自然循環（ 密閉式）  

 

強制循環（ 屋外用給湯機能付）   

 

 

 

なお、「 半密閉式」、「 密閉式」、「 屋外用」 と は、 次のと おり である 。  

ア 「 半密閉式」 と は、 燃焼に必要な空気を 室内から 取り 入れ、 燃焼排ガス を 屋外に排出する 方

式であり 、 自然通気力によ る 自然排気式と 排気用送風機を 用いる 強制排気式と がある 。  

イ  「 密閉式」と は、室内空気と 隔離さ れた燃焼室内で、屋外から 取り 入れた空気によ り 燃焼し 、

屋外に燃焼排ガス を 排出する 方式の機器であり 、給排気を 自然通気力によ り 行う 自然給排気式

と 給排気送風機によ り 給排気を 行う 強制給排式と がある 。  

ウ  「 屋外用」 と は、 屋外に設置する よ う 設計さ れた機器であり 、 建物外壁やベラ ン ダ等に設置

さ れる 壁掛型及び据置型並びにス ラ ブにつり 下げて使用する つり 下型のほか、パイ プシャ フ ト

に設置さ れる Ｐ Ｓ 設置式及び外壁を 貫通し て設置さ れる 壁面貫通型等がある 。  

なお、 屋外用には、 自然排気と 強制排気の２ つの排気方式がある 。  

 

２  ふろ がま の建築物等及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表３ の２ －１ のと おり である 。  

  ただし 、 ふろ がま が（ 一財） 日本ガス 機器検査協会又は（ 一財） 日本燃焼機器検査協会が定めた

防火性能基準に適合し たも のについては、防火性能が確保さ れ、安全性が高いも のと なっ ている こ

と から 、当該設備等に貼付さ れている 、いずれかの協会名の認証ラ ベルに記載さ れている 離隔距離

と し て差し 支えない。  
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表３ の２ －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離（ 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

 入力 上方 側方 前方 後方 

 
 
 
  

気
体
燃
料 

不
燃
以
外 

半
密
閉
式 

浴
室
内
設
置 

外が ま で バ ー

ナー取出口の

ないも の 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあ つて は、 4 2

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 
1 5  

（ 注1 ）  
1 5  1 5  

内がま  

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあ つて は、 4 2

キロ ワ ッ ト 以下）  

- - 6 0  - 

浴
室
外
設
置 

外が ま で バ ー

ナー取出口の

ないも の 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 1 5  1 5  1 5  

      

外が ま で バ ー

ナー取出口の

ある も の 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 1 5  6 0  1 5  

内がま  

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 1 5  6 0  - 

密閉式 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 
2  

（ 注1 ）  
- 2  

屋外用 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

6 0  1 5  1 5  1 5  

不
燃 

半
密
閉
式 

浴
室
内
設
置 

外がま でバー

ナー取出口の

ないも の 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 4 2

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 
4 .5  

（ 注1 ）  
- 4 .5  

内がま  2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 4 2

キロ ワ ッ ト 以下）  

- - - - 

室外 外がま でバー 2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ - 4 .5  - 4 .5  



ナー取出口の

ないも の 

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キロ ワ ッ ト 以下であ

つて、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

外がま でバー

ナー取出口の

ある も の 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キロ ワ ッ ト 以下であ

つて、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 4 .5  - 4 .5  

内がま  

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- - - - 

密閉式 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

- 
2  

（ 注1 ）  
- 2  

屋外用 

2 1 キロ ワ ッ ト 以下（ ふろ 用以外のバ

ーナーを も つも のにあつては、 当該

バーナーが7 0 キ ロ ワ ッ ト 以下であ

つて 、 かつ、 ふろ 用バーナーが2 1

キロ ワ ッ ト 以下）  

3 0  4 .5  - 4 .5  

液
体
燃
料 

不燃以外 3 9 キロ ワ ッ ト 以下 6 0  1 5  1 5  1 5  

不燃 3 9 キロ ワ ッ ト 以下 5 0  5  - 5  

上記に分類さ れないも の ― 6 0  1 5  6 0  1 5  

 



 

＜設置例＞ 

図３ の２ －３  ふろ がま （ 気体燃料を 使用する も の） と 建築物等の距離（ セン チメ ート ル）（（  ）

は、 不燃材料で有効に仕上げを し た建築物等の部分又は防熱板である 場合の離隔距離を 示す。 以下

同じ 。）  

① 半密閉式・ 浴室内設置 

ア 外がま でバーナー取出口がないも の（ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 正面 

   

 

 
※ 浴槽と の離隔距離は０ セン チメ ート ルと する が、 合成樹脂浴槽（ ポリ プロ ピ

レ ン 浴槽等を いう 。） の場合は、 ２ セン チメ ート ルと する 。  

 

イ  内がま （ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 

 

  

※ 木製又は不燃材料を 使用し た浴槽に限る 。  

 

 

 

 

 

浴槽 

浴槽 

1 5 （ 4 .5 ）  

以上 

２ 以上 

 

1 5 （ 4 .5 ）  

以上 

6 0  

以上 
浴槽 



② 半密閉式・ 浴室外設置 

ア 外がま でバーナー取出口がないも の（ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 正面 

 

 
※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

イ  外がま でバーナー取出口のある も の（ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 正面 

  

 

※ Ａ 寸法について、 バーナー取出口前方と 「 可燃材料、 難燃材料又は準不燃材料によ る 仕上げを し た建築物の

部分等」 と は 6 0 セン チメ ート ル以上の離隔距離を する こ と 。 ただし 、 不燃材料で仕上げを し た場合はバーナ

ーの引出せる 寸法と する こ と ができ る 。（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

③ 内がま （ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

側面 正面 

 

 

 

※ ふろ がま の設置の際には、 ふろ がま の貫通部切断面を モルタ ル等不燃材料で仕上げを し た後取付け、 すき 間

を 不燃材料で目地詰めする こ と 。  
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1 5 （ 4 .5 ）  
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A 
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1 5 （ 4 .5 ） 以上 

 

浴槽 

浴槽 

バーナー取出口

の周囲は防火上

安全に防護する

こ と 。  

 

6 0  

以上 

 

1 0  

以上 

1 0 以上 

 

1 5 以上 

1 0 以上 



③ 密閉式（ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 正面 

 

 

 

 

※ 浴槽と の離隔距離は０ セン チメ ート ルと する が、合成樹脂浴槽（ ポリ プロ ピ レ ン 浴槽等を いう 。） の場合は、

２ セン チメ ート ルと する 。  

 

④ 屋外用（ 2 1 キロ ワ ッ ト 以下）  

側面 

 

 

 

※ （  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

2 以上 
2 以上 

浴槽 浴槽 

2 以上 

（ 注） 

1 5 （ 4 .5 ）  

以上 

 
1 5 （ 4 .5 ） 以上 

6 0 （ 3 0 ）  

以上 



図３ の２ －４  ふろ がま （ 液体燃料を 使用する も の） と 建築物等の距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

平面 側面 

 

 

 

 

 
※ Ａ 寸法は、 基準では 1 5 セン チメ ート ル以上と 推定し ている が、 煙突と 可燃物と の離隔距離でも 規制さ れる 。  

（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

 

３  第１ 項は、 ふろ がま の構造について規定し ている 。  

 ⑴ 第１ 号の「 かま 内にすすが付着し にく く 、 かつ、 目詰ま り し にく い構造」 と は、 熱交換部分と

バーナーと の間の適正な距離及び使用燃料に応じ たバーナーの使用等、不完全燃焼し ない構造を

いう 。  

 ⑵ 第２ 号は、 ふろ がま の空だき によ る 火災が非常に多いこ と から 設けら れた規定で、「 空だき 防

止装置」 は浴槽の水位が一定の値以下になる と 作動する も ので、ふろ がま や循環パイ プの過熱に

よ り 出火する のを 防止する 目的のも のである （ 図３ の２ －５ 参照）。  
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図３ の２ －５  空だき 防止装置の例 

 

１  バイ メ タ ル式空だき 防止装置の例 

 

 

熱交換部分に設置さ れ、 空だき によ る 温度上昇

によ っ てバイ メ タ ルが作動し 、 電気回路が開と

なり 電流が流れない。  

 

２  圧力ス イ ッ チ式空だき 防止装置の例 

圧力が働いていない時 圧力作動時 

 

 

 

 

 

３  電極式空だき 防止装置の例 

 

 

 

缶体内には設けた電極によ っ て、 水があ る と き

は微弱電流によ り 水位を 検知する 。 水がないと

微弱電流は流れない。  

 

４  第２ 項は、 ふろ がま の位置、 構造及び管理の基準は、 第３ 条（ 同条第１ 項第 1 1 号及び第 1 2 号

を 除く 。） を 準用する こ と を 規定し ている 。  
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